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 物質の混合物から各成分を単離することは物質を取り扱う科学において極めて重 

要である．特に天然物の研究においては、互いに構造が極めて類似する天然有機化 

合物の混合物から各成分を単離することが必要で、これに対して、様々な方法が工 

夫されているが、一般に長い時間と多大の労力及び費用を必要とし、研究の律速段 

階となっていることが多い。また、時にはその試みが不成功に終り、この段階の成 

否が研究そのものの成否を決定する場合もしばしばみられる。我々は効率の良い、 

天然有機化合物の単離、分析法の樹立による研究能率の向上を目指して、既にフシ 

グロセンノウ中に含まれる ecdysteroid類や、ユーカリ属植物中の euglobal類、 

一般に単離が困難である低極性ステロイドの効率の良い単離操作の検討を行った。 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 


